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地上天気図によると，黄海に低気圧があり，(東北東)へ(15)ノットで進んでいる。中心から伸びる(温暖)前線が四国の南
海上に達し，(寒冷)前線が上海の南を通り華南に達している。高層天気図によると，これに対応する500hPa の低気圧の
中心は山東半島付近にあり，低気圧性循環の軸は高度が高くなるほど(北西)方向に傾いている。また，気象衛星赤外画
像によると黄海北部から朝鮮半島付近には，バルジと呼ばれる(北)に盛り上がった雲域がある。これは，低気圧が(発達)
しつつあることを示唆している。現在，この低気圧に関して(海上強風)警報が発表されている。一方，地上天気図のカムチャ
ツカ半島の南端付近には高気圧があって，(南)へ(10)ノットで進み，千島から北日本方面に張り出している。

＜ポイント＞
・発達中の低気圧に関するあらゆる特徴を答える設問である。
・バルジは、典型的な発達中の低気圧に伴う雲域。

・発達中には、気圧の谷の軸、各気圧面における低気圧の中心が、西方向へ傾斜している。
この事例の場合は、北西方向に傾いている。



３５回 実技１ 問５ ８点
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図13は24日6時(23日21UTC)の24時間降水量予想図，図14は図13の期間を3時間毎に分けた時間帯内で予想され
る1時間降水量の最大値の分布図であり，四国で小さな降水量しか予想されていない時間帯(23日21時および24時の
図)は省略してある。これらの資料に基づいて四国地方の防災気象情報を作成するとき，雨の予想と防災上の留意事項に
関する次の文章の空欄(①)~(⑥)に入る適切な語句または数値を記入せよ。このとき，24時間予想降水量は50mm刻み
で凡例に示した区分の上限値で，1時間予想降水量は10mm刻みで凡例に示した区分の上限値で答えよ。なお，四国
地方太平洋側と瀬戸内側の境界は図13，図14に赤線で示してある。
［雨の予想］

23日6時から24日6時までの24時間に予想される雨量は，多い所で，
太平洋側(450)mm 瀬戸内側(300)mm

その後，24 日昼前にかけて，さらに雨量は増える見込みです。
1時間降水量は，多い所で，
太平洋側(90)mm 瀬戸内側(40)mm の見込みです。

［防災上の留意事項］
(土砂災害)，低地の浸水，河川の増水や(はん濫)に警戒して下さい。

＜ポイント＞
・題意の「mm刻み」と「区分の上限値」に留意のこと。例えば24時間降水量の太平洋側maxは、数値では405mm
だが、405mmが含まれる区分（赤色）の上限値は450mmなので答えは450となる。

・防災留意点は、語呂合わせ「家庭崩れで反乱だ」で答える。
河川の増水、低地浸水、がけ崩れ（土砂災害）、河川のはん濫



カムチャツカ半島の東には中心気圧が(980)hPaの発達した低気圧があり，この低気圧の西側から強い寒気が北日本に流
れ込んでいる。四国の南の海上には低気圧があって，東北東に進んでいる。日本のはるか東の海域に対しては

雲量9以上

上層雲
(巻雲)

層積雲＋積雲
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れ込んでいる。四国の南の海上には低気圧があって，東北東に進んでいる。日本のはるか東の海域に対しては
(海上濃霧)警報が発表されている。一方，日本海には高気圧があって，東に進んでいる。この時刻の各地の天気をみると，
秋田(秋田県)では雲量1 以下で快晴，輪島(石川県)では雲量は9 以上であるが(巻(上層)雲)のみであり天気は
(薄曇り)，東京(東京都)では雲量10で曇り，鹿児島(鹿児島県)は雨となっている。東京で観測された雲形は層積雲と
(積雲)である。

＜ポイント＞
・通常、雲量９以上は「曇り」だが、高層雲のみの場合は、「薄曇り」としている。



図3 300hPa天気図 図4 850hPa天気図

湿潤
気温傾度大
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トランスバースライン

ジェット気流
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図2の領域A，Bの雲域について述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句または数値を，図3，図5も用いて
記入せよ。
領域Aの雲域は，東西に伸びる幅の広い帯状となっている。300hPa天気図では，この雲域の北縁は(9240)mの等高度
線にほぼ沿っている。また，850hPa天気図では，その南縁は(気温(温度))傾度の大きいところに対応しており，湿数分布
から，下層から中層にかけて湿っていると見られる。領域Bの雲域の北縁に見られる特徴的な波状の雲列は
(トランスバースライン)と呼ばれ，上空のジェット気流の存在を示唆している。300hPaでのジェット気流の最大風速は(160) 
ノットで，東経140度では，ジェット気流の軸は北緯(40)度に位置している。

＜ポイント＞
・領域Aの雲域の北縁は、図の点線のやや下なので、300hPaにおいて9240mに対応する。850hPaでは南縁が、
等温線の混んでいる領域の南縁に対応している。

・強風軸は、矢羽ではなく等風速線により解析すること。

トランスバースライン



図4 500hPa天気図 図5 850hPa天気図

図4，図5を用いて，大気の成層状態に関する次の文の空欄(①)～(③)に入る適切な語句または数値を記入せよ。なお，
秋田の500hPa，850hPa面の高度はそれぞれ5500m，1500m とし，②は小数第1 位まで求めよ。

秋田で観測された850hPaの気温を平年値である1.1℃と比較すると，これよりも(10.6)℃低く，この時期としては非常に

３５回 実技２ 問１（３） ３点
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秋田で観測された850hPaの気温を平年値である1.1℃と比較すると，これよりも(10.6)℃低く，この時期としては非常に
強い寒気が入っている。秋田の850hPa と500hPa間の気温減率は(3.1)℃ /kmとなり，大気の成層状態が(安定)であ
ることを示している。

＜ポイント＞
・850hPa天気図より、気温-9.5℃ 故に 1.1 - (-9.5) = 10.6 10.6℃低い。

・850hPaと500hPaの高度差は、5500-1500=4000m。 気温差は、-9.5-(-21.9)=12.4
故に気温減率は、 12.4℃ ÷ 4Km = 3.1℃/Km

・大気の成層状態とは、安定か不安定かを求めている。静的安定性の判断には乾燥断熱減率(10℃/Km)と
湿潤断熱減率(5℃/Km)を利用する。
計算結果が、3.1℃/Kmなので、湿潤断熱減率より
右側にあるので「安定」となる。

絶対安定

絶対不安定

条件付不安定

湿潤減率(5℃/Km)

乾燥減率(10℃/Km)



気温が1℃以下のときは雪，2℃は雪か雨，
3℃は雨か雪，4℃以上は雨，降水のない場合
は曇り。

３５回 実技２ 問４（６） ４点
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関東地方では4月中旬に降雪が観測されることは稀であり，また北部などでは積雪も予想されたことから，16日昼前から17 
日早朝にかけて地方気象情報を発表して雪に対する注意を呼びかけた。この地方気象情報の防災上の留意事項に関する
次の文章の空欄(①)～(④)に入る適切な語句を記入せよ。

関東地方北部の平野部，甲信地方を中心に雪が降り，積雪となるところがあるでしょう。また，南部の平野部でも雪となる
ところがあるでしょう。

雪による(交通障害)や路面の凍結，(電線)や樹木への(着雪)に注意してください。また，(農作物)の管理にも注意してくだ
さい。

＜ポイント＞
・解答の文言は、決まり文句なのでそのまま暗記。

・気温が０℃前後だと湿った雪になり着雪に注意を要する。

雨 雨か雪



赤外

水蒸気

南に凸の領域
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地上天気図によると，日本海に低気圧があって東北東に25ノットで進んでいる。低気圧の中心から温暖前線が東にのび，
秋田では(弱)い雨が降っている。一方，低気圧の中心から寒冷前線が南西にのび，松江( 島根県) では(積乱)雲が観測
され，現在天気は(雷電)となっている。気象衛星赤外画像をみると，山陰沖には団塊状の白い発達した雲域が見られる。
気象衛星水蒸気画像では，山陰沖は周囲に比べ白く，対流圏上・中層の水蒸気量が(多)いことを示している。また，朝
鮮半島南部には南側に凸になった(暗域)があり，そこに上層のトラフがあることを示している。地上天気図によると，日本の
南の海上には太平洋高気圧が東から張り出していて，気象衛星赤外画像をみると晴天域となっている。また，850hPa 天
気図によると，福岡では風速50ノット，気温19.8℃，(湿数)2.3℃が観測されており，太平洋高気圧の縁にあたる九州
から東日本にかけての広い領域で，低気圧に向かって南西の暖かく湿った空気が流れ込んでいる。

＜ポイント＞
・水蒸気画像:明域は、水蒸気が多く、中高層の水蒸気量が多い。

暗域は、乾燥しており、強風軸、トラフに対応している。

・天気記号: 上下 １段 弱い ２段 並 ３段 強い

山陰沖



１２Ｈ ２４Ｈ

日本海の低気圧は今後24 時間後にかけて東北東方向に進み，発達はしない見込みである。しかし，中心付近では，12 
時間後までに(62)mmの降水量が予想されており，北海道南西部では大雨に対する注意が必要である。また，低気圧か
ら東へのびる温暖前線の(南)側には太平洋高気圧が張り出している。北海道東方海上では，今後24 時間後にかけて

62mm降水

温暖前線

太平洋高気圧

気圧傾度大

南西、30KTほどの風

３６回 実技１ 問３（４） ６点
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ら東へのびる温暖前線の(南)側には太平洋高気圧が張り出している。北海道東方海上では，今後24 時間後にかけて
(気圧傾度)が大きくなり，(南西)方向からの(30)ノット程度の強風が広い範囲で持続する見込みであり，海上では
(高波)が予想されるので，船舶は注意が必要である。

＜ポイント＞
・１２時間後の地上天気図において、温暖前線の位置を見極めること。
等圧線の屈曲と風のシアで概ねの見当をつける。

・北海道の東海上では、２４時間後にかけて等圧線の間隔が狭くなっている。故に気圧傾度が大きくなる。
気圧傾度が大きくなると風が強くなり、海上では高波に注意が必要になる。



図1 地上天気図 図2 850hPa気温・風700hPa鉛直流

図3 レーダーエコー合成図

低気圧前面の風

暖気移流

寒気移流

等温線間隔広い

３６回 実技２ 問１ １０点
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図1によると，豊後水道付近に発達中の低気圧があって東北東へ進んでいる。この低気圧に対して海上(暴風)警報が発表
されており，今後最大風速が(48)ノット以上になると予想されている。図2によると低気圧の前面では30～(40)ノットの強い
南よりの風が吹いており，顕著な(暖気)移流となっている。また，温暖前線付近では700hPaで(-116)hPa/hの強い
(上昇)流が見られる。一方，低気圧の北から西側にかけての朝鮮半島南部や東シナ海では(等温線)の間隔が広く，ボッ海
から黄海北部にかけては(寒気)移流が明瞭である。図3によると，降水エコーは低気圧の暖域から(温暖)前線付近にかけて
とその北側に広がっており，特に，紀伊半島や四国では1時間に50mmを超える強度のエコーが観測されている。一方，低
気圧の西側には降水エコーはほとんどないが，(寒冷)前線付近には一部に線状の強いエコーが見られる。

＜ポイント＞
・英文注記に最大風速の記述はないが、[SW]なので48KT以上である。
28~ W,  34~ GW,  48~ SW,  64~ TW

・地上低気圧、前線の位置は他の図でも明確にしておくこと。
・上昇流は、負符号。-116の – が図では見にくいので注意。
・850hPa気温・風の図で「間隔」とくれば、「等温線」である。
・「線状降水帯」など 「線状」はよく使われる。

温暖前線

寒冷前線

線状の強いエコー



850hPaの低気圧の前面と後面で12時間後，24時間後に見られる最大風速についてまとめた次表の12時間後の最大風
速の風向と風速を，図7を用いて記入せよ。

南南東

850hPa循環中心
850hPa低気圧中心

850hPa循環中心
850hPa低気圧中心

前面

後面

前面

後面

３６回 実技２ 問２（２）② ４点
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＜ポイント＞
・850hPaの低気圧という題意なので、850hPaの低気圧中心を求める。
この図からは、風の情報から、風の循環中心を低気圧中心とする。

・低気圧の前面と後面の判断は難しいが、２４時間後の情報が示されているので参考にする。
概ね相当温位の尾根の境を目安にする。

南南東

北西(北北西)

７０

５５



寒気の滞留

高温、強風

３６回 実技２ 問４（３） ６点
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図11で見られる地上のシアラインを挟む観測値の違いから想定されるシアラインの成因および特徴に関する次の文章の空欄
(①)～(⑥)に入る適切な語句を記入せよ。

関東地方の内陸側は(海側)に比べて低温で風が弱く，(寒気)が滞留している。一方，(海側)では内陸側に比べて高温で
(南より)の風が強く，この風の領域と(寒気)の領域との(境界)付近でシアラインが形成されている。このようなシアラインは，
東日本から西日本にかけての太平洋側の地方で現れることが多く，その現れる場所から，沿岸前線と呼ばれることもある。
沿岸前線は，図1で豊後水道付近にある低気圧に伴う前線などとは異なり，空間的にはメソ(ベータ(β))スケールに分類さ
れる。沿岸前線付近では，下層での風の(収束)により降水が強化されて大雨となることがあり注意が必要である。

＜ポイント＞
・関東地方の局地図でよく出題される問題。
・内陸で、気温が低く寒気が滞留してメソ高気圧が形成される。
・海からの風は、この高気圧に阻まれて内陸まで達することがなくシアラインが形成される。
・海からの暖湿な空気と寒冷な空気が収束して降水がもたらされる。

・空間スケールの呼び方
メソα 200~2000Km メソβ 20~200Km メソγ 2~20Km
メソαより広範囲は、総観規模という。



5160ｍ

-6℃

-36℃

-42℃

３７回 実技１ 問１（１） ８点
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地上天気図によると，三陸沖に中心気圧(988)hPaの発達中の低気圧があり，(東北東)へ20ノットで進んでいる。この低
気圧に関して(海上暴風)警報が発表されており，(南西)側1300海里以内およびそのほかの方位の900海里以内では，
30ノット～55ノットの非常に強い風が吹くと予想されている。また，秋田沖には中心気圧992hPaの別の低気圧があって，
東北東へ10 ノットで進んでいる。一方，バイカル湖付近には中心気圧1048hPaの高気圧があって，日本付近では西日本
から次第に冬型の気圧配置となってきている。高層天気図によると，500hPaでは朝鮮半島北部には(5160)mの等高度
線が閉じた低気圧があり，­40℃以下の寒気を伴っている。日本付近には強い寒気が入っており，松江(島根県)では気温
(-39.1)℃を観測している。850hPaでは，西日本に­6℃以下の寒気が入っており，福岡(福岡県)の気温は(-10.5)℃
となっている。気象衛星赤外画像によると，日本海西部には，北西～南東の走向を持った帯状の雲域が観測されており，
その南東端は山陰～北陸西部に達している。また，黄海から東シナ海にかけて，(対流雲)が筋状に連なっている。

＜ポイント＞
・500hPa等高度線は、60ｍ刻み。 等温線は6℃刻み。
・850hPa等温線は、3℃刻み。

・黄海から東シナ海の筋状の雲域は、凸凹で積乱雲の可能性もあるが、赤外画像で暗灰色のため断定できず、対流雲
とするのが妥当。ベール状ではないので層状雲ではないことは明らか。



地上天気図によると，オホーツク海，千島近海，日本海，黄海およびボッ海には(海上濃霧)警報が発表されており，海
上の視程がおおむね(500)m以下になっているか，(24時間)以内にその状態になると予想されている。石垣島( 沖縄県) 
付近にはこの時刻にＴＤ(熱帯低気圧)から変化した台風があり，この台風に対して(海上強風)警報が発表されている。こ
の台風の北東の那覇(沖縄県)の現在天気は(しゅう雨)である。気象衛星水蒸気画像には，四国の室戸岬付近に地上天
気図には現れていない渦が見られ，この渦の東側～南東側の明るく見える領域では，対流圏中・上層で(水蒸気量)が多く

３７回 実技２ 問１ ６点
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気図には現れていない渦が見られ，この渦の東側～南東側の明るく見える領域では，対流圏中・上層で(水蒸気量)が多く
なっている。

＜ポイント＞
・沖縄の現在天気は、小島と被っていて見にくいが、「しゅう雨」である。

・水蒸気画像で明るい領域は、中上層で湿潤であり、水蒸気量が多いことを表している。



9日3時00分に，沖縄本島地方に下記の情報が発表された(情報の内容は一部省略してある)。この情報とそれについて解
説した次の文章の空欄(①)～(④)に入る適切な語句を記入せよ。

沖縄本島地方(竜巻注意)情報 第1号
XX年8月9日3時00分沖縄気象台発表
沖縄本島地方では，竜巻発生のおそれがあります。竜巻は(積乱)雲に伴って発生します。雷や風が急変するなど(積乱)雲
が近づく兆しがある場合には，頑丈な建物内に移動するなど，安全確保に努めてください。
この情報の有効期間は(１時間)であり，この情報が発表される状況では(雷)注意報が発表されている。

＜ポイント＞
・竜巻注意情報の基本的事項である。

・気象庁HPより
竜巻注意情報とは
竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバーストなどの激しい突風（以下「竜巻等」）に対して注意を呼
びかける情報で、雷注意報を補足する情報として、各地の気象台等が担当地域を対象に発表します。対象地域内で竜
巻等の発生する可能性が高まっている領域については、竜巻発生確度ナウキャストでご確認ください。
竜巻注意情報は、竜巻発生確度ナウキャストで発生確度２が現れた地域に発表しているほか、目撃情報が得られて竜
巻等が発生するおそれが高まったと判断した場合にも発表しており、有効期間は発表から約1時間です。発表後すみやか
に防災機関や報道機関へ伝達されます。

竜巻等に関連する情報の段階的な発表と効果的な利用
竜巻等に関連する気象情報は、次のように、時間を追って段階的に発表します。

３７回 実技２ 問２（５） ４点
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竜巻等に関連する気象情報は、次のように、時間を追って段階的に発表します。

・半日～1日程度前には気象情報で「竜巻などの激しい突風のおそれ」と明記して注意を呼びかけます。
・数時間前には 雷注意報 でも「竜巻」と明記して特段の注意を呼びかけます。
・今まさに、竜巻等が発生しやすい気象状況となった段階で竜巻注意情報を発表します。



300hPa 850hPa

図4を用いて，8日21時(12UTC)における石垣島付近の台風と図4(上)に示す低気圧A の中心付近の気温と等圧面高
度を比較した下表の空欄に適切な語句を記入せよ。

地上台風位置

低気圧Ａ

３７回 実技２ 問３（１） ６点
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＜ポイント＞
・300hPa気温は、天気図の「W」と「C」の文字に注意。
台風中心付近には「W」の文字。低気圧Ａ付近には「C」の文字があるので、台風は、周囲より「高い」、低気圧Ａ
は、周囲より「低い」となる。

・850hPa等圧面高度は、等圧線を吟味する。
台風中心付近は、閉じた等高度線で囲まれており、周囲より高度が低い。低気圧Ａ付近には閉じた等高度線がないの
で周囲と同程度になる。

・図には、等高度線の値として1500mの記述しかなく、1500m以外の等高度線の高低の判別がしにくい。
一般にそのような場合には、寒気側が高度が低いと覚えておけばよい。
寒気側＝気温が低い＝空気密度が高い＝層厚が薄い＝高度が低い

・この問題では1500mの等高度線が南北に走っており、台風の位置は明らかな寒気側とは言えない。ここでは、台風
の周囲に閉じた等高度線があることがヒント。平均気温が同程度であれば、空気の層厚も同程度になるはずなので
地上気圧が低い方が850hPa面の高度が低いことになる。

高い 低い

低い



図6を用いて，地点イと地点ロにおける状態曲線の特徴を表わす指数をまとめた下表の空欄に適切な数値を記入せよ。ただ
し，気圧値は10hPa 刻み，ショワルターの安定指数(SSI) は整数とし，存在しない場合は×印を記入せよ。

940

810

860hPa

940hPa

-3℃

990hPa

810hPa

0℃

３７回 実技２ 問４（１） ６点
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＜ポイント＞
・地上付近の気塊を持ち上げるという題意なので、状態曲線のボトムから線を引く。

・LCL
気温点から乾燥断熱線に平行に線を引く（青線）
露点から混合線に平行に線を引く（赤線） このふたつの交点が LCL となる。

・LFC
上記LCL点から湿潤断熱線に平行に線を引く（緑線）
この緑線と状態曲線の交点が LFC となる。

・SSI
850hPaの気塊を500hPaまで持ち上げるので、850hPaから始めた時の緑線を500hPaまで伸ばして気温を
出し、状態曲線の500hPaの気温との差がSSIとなる。

SSI = T500-Td500 = -7℃ - (-4℃) = -3℃

810

-3



地上天気図によれば，日本海北部には中心気圧
(988)hPaの低気圧があって北東に(25)ノットで進んでおり，
低気圧の中心から(温暖)前線が東にのびている。また，
(寒冷)前線が南西にのびて東シナ海から(停滞)前線となって

温暖前線

停滞前線

寒冷前線

トラフ

15℃

３８回 実技１ 問１ １２点
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(寒冷)前線が南西にのびて東シナ海から(停滞)前線となって
華中に達している。この低気圧に対して(海上強風)警報が
発表されており，海上の風速が既に34ノット以上48ノット未
満になっているか，または24時間以内にその状態になると予
想されている。また，日本海，黄海，東シナ海および日本の
東の海上など広い範囲に(海上濃霧)警報が発表されている。
高層天気図によれば，500hPaでは地上の低気圧の北西
側にあたる沿海州から南西にのびる深い(トラフ)がある。
850hPaでは日本付近の前線は18℃の等温線に対応して
いる。日本付近の等温線の間隔は広く，前線をはさむ気温
差は(小さい)。華中から東シナ海にかけては気温が20℃以
上となっており，東シナ海や九州では西よりの風が吹いて

(暖気)移流場になっている。本州の日本海沿岸では最大(60)ノットの南西または西南西の風が吹いており，西日本や北陸
地方および東北地方の日本海側では(湿数)が1℃以下と湿っている。

＜ポイント＞
・地上天気図の読解は、基本的事項。
・沿海州、華中などの地域名は必須の記憶事項。

・九州や西日本では、風が明確に等温線を横切って吹いていないが、華中、東シナ海の高温域から吹いているので
暖気移流と判断できる。

18℃

地上前線位置
気温の高い領域

湿数低い



３８回 実技１ 問５（２） ４点
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竜巻発生確度ナウキャストは，竜巻の発生確度を(10)kmの格子単位で解析し，その時刻から60分後までを10分間隔で
予測するもので，(10)分毎に更新される。発生確度1以上の地域では，発生確度2の地域に比べて「竜巻あり」の予測の
(適中率)は低いが，(捕捉率)は高い。

＜ポイント＞
・基本事項なので記憶するしかありません。

気象庁Webより



３８回 実技２ 問１（１） ９点
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次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただし，②③の数値は1の位を四捨五入して，②は
10km刻み，③は10m/s刻みの数値で答えよ。

四国の南には，中心気圧(940)hPaの台風第XX号があって，北東に時速(30)kmで進んでいる。中心付近の最大風速
は(50)m/s，(最大瞬間風速)は70m/s，風速25m/s以上の(暴風)域は中心から150km，風速15m/s以上の
(強風)域は，中心の(南東)側が520km，その他の方位は370kmで，この台風に関して(海上台風)警報が発表されて
いる。また，日本海や東シナ海には(海上強風)警報が発表されている。

＜ポイント＞
・[KT],[NM] と [m] の換算が必要。 1[KT]=1[NM/h] (NM:海里)    1NM=1,852m
・15KT = 15NM/h = 1,852m X 15 /h = 27.78Km/h ≒ 30Km/h

・95KT = 95NM/h = 1,852m X 95 /h = (1,852x95)m/3,600s = 48.87m/s ≒ 50m/s

・強風域:30KT以上、15m/s以上
・暴風域:50KT以上、25m/s以上



地上天気図によると，日本の南には中心気圧(965)hPaの台風第XX号があり，(東北東)に進んでいる。この台風の
(中心位置)の確度は正確(GOOD)である。中心付近の最大風速は(70)ノットで，この台風に関して(海上台風)警報が発
表されている。(海上台風)警報は，台風により，風速が(64)ノット以上の状態に既になっているか，または24時間以内にそ
の状態になると予想される場合に発表される警報である。台風第XX号では風速50ノット以上の(暴風域)の範囲は，中心

停滞前線

０℃等温線

３８再 実技１ 問１ １５点
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の状態になると予想される場合に発表される警報である。台風第XX号では風速50ノット以上の(暴風域)の範囲は，中心
の(南東)側70海里以内およびそのほかの方位では50海里以内になっている。日本のはるか東には(太平洋高気圧)があり，
西に張りだして，華北に中心を持つ高気圧との間に(停滞)前線を形成している。(太平洋高気圧)の圏内にある南鳥島の風
向は(東南東)，父島の風向は(南南東)で，(太平洋高気圧)を回る流れが明瞭である。500hPa天気図によれば，台風
第XX号の中心付近に(0)℃の暖気核がある。日本海にトラフがあり，5700m等高度線上でのトラフの位置は東経(130)°
付近である。このトラフの東側では南西の風が強く，この強風域近くでは気温の水平傾度が大きくて，500hPa面以上の高
度では(温度風)の関係から風速はさらに大きくなっていると考えられる。

＜ポイント＞
・28 34 48 64 「にやけた三枝がシワを無視」 順に W GW SW TW である。

・50KT以上は暴風域。 30KT以上が強風域。

・5700mで湾曲のきついところは、130°付近である。

・～の関係から高度があがるに連れて風速が強くなる ときたら「温度風」である。

・南鳥島の風向は、真東でなくやや南よりなので 東南東
・父島の風向は、真南でなくやや東よりなので 南南東

・風向は、あきらかに真北、真南、真東、真西でない限り「東、西、南、北」と答えないこと。



地上天気図 500hPa高度・渦度 850hPa気温・風700hPa鉛直流

図1の地上天気図によると，東シナ海の(停滞)前線上に中心気圧1004hPaの低気圧があり，(発達)しながら，(北東)へ
(20)ノットで進んでいる。この低気圧に対して(海上暴風)警報が発表されており，中心から700海里以内では，今後24時
間内に，最大風速が30ノット～(55)ノットになると予想されている。また，台湾付近には台風第XX号があって東北東へ進ん
でいる。台風の階級は(STS)からTSに変わっており，台風に伴う最大風速が(弱)くなったことがわかる。図2(上)の500hPa
高度・渦度解析図によると，東シナ海の低気圧に対応するトラフが華中にある。北緯30度線上でみると正渦度の極大は
5700mの等高度線近くの東経(114(115))°付近にあり，このトラフは東シナ海の低気圧に対して経度で(10(9))°ほど
(西)にずれている。図2(下)の850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図によると，地上天気図で解析されている東シナ
海の停滞前線付近では850hPaの(等温線)が集中し，集中帯を挟んで風向が異なっている。700hPaの鉛直流は停滞前

停滞前線上の低気圧
114E

停滞前線位置

３８再 実技２ 問１ １５点
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海の停滞前線付近では850hPaの(等温線)が集中し，集中帯を挟んで風向が異なっている。700hPaの鉛直流は停滞前
線付近の極値が(-127)hPa/hと上昇流が強く，前線の活動は活発である。850hPaの気温と風の関係を見ると，東シナ
海にある低気圧の前面では，高温域から吹く強い南風と等温線が交差しており暖気移流が(強い)。一方，低気圧の後面
では低温側からほぼ同じ強さの風が等温線とほぼ平行して吹いており，寒気移流は相対的に(弱い)。

＜ポイント＞
・DEVELOPING LOW = 発達中、発達しながら
・DOWNGRADED FROM STS = STSから階級が下がった = 風が弱まる

・前線上の低気圧は、注釈で124Eとなっているので、114Eの渦度極値は、低気圧に対して10°西に位置する。

・風が等温線を横切る＝温度移流が強い、 風が等温線と平行＝温度移流は弱い。



12℃

地上前線位置

トラフ

温暖前線前面

３９回 実技１ 問１（１） ９点
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地上天気図によると，日本の東海上には1032hPaの高気圧があり東南東に(25)ノットで移動している。一方，東海道沖
と山陰沖には，ともに中心気圧(1004)hPaの低気圧がある。このうち，(東海道沖)にある発達中の低気圧に対して
(海上暴風)警報が発表されており，低気圧の中心の(南東)側1000海里，そのほかの方位の600海里以内では，今後
(24)時間以内に30ノット～50ノットの非常に強い風が吹くと予想されている。東海道沖の低気圧に伴う前線は850hPa面
の(12)℃の等温線にほぼ沿ってのびており，温暖前線前面では850hPa面で(暖気)移流となっている。また，500hPaでは，
北海道付近に(リッジ)，日本の西にはトラフがあり，本州付近は南西～西南西流場となっている。

＜ポイント＞
・温暖前線前面では等温線が寒気側へ凸になっており、等温線を横切って寒気側へ風が吹いているので「暖気移流」。
・地上前線位置は、トレペで確実に850hPaでの位置を確認。
・500hPaでは、等高度線が北海道付近で北へ凸になっており、気圧の尾根（リッジ）になっている。尾根でも間違いで
はないが、問題文でトラフを使っているのでリッジが良いだろう。

リッジ(尾根)

トラフ



図８ 図９ 図１０ 図１１

500高・渦12H 500高・渦24H 500気温700湿数12H 500気温700湿数24H
地上天気図12H 地上天気図24H 850気温・風700鉛直12H 850気温・風700鉛直24H

台風の温帯低気圧化の予想について述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句を記入せよ。

寒気移流

強まる

暖気核 地上Ｌ中心地上Ｌ中心

正渦度極大域

３９回 実技２ 問４（３） ５点
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台風の温帯低気圧化の予想について述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句を記入せよ。

図8(下)と図9(下)を見ると，12時間後以降24時間後にかけて，台風の中心を囲む1000hPaの等圧線の形状は次第に
(円)形がくずれ，1000hPaの等圧線に囲まれる面積は(増大)すると予想されている。図10(下)と図11(下)の850hPaの
温度と風の予想によると，台風の中心の西側から南側にかけて(寒気移流)がさらに強まり，台風に特有の対称構造がくずれ
ている。また，初期時刻から12時間後までは，地上の台風中心と500hPaの(正渦度)の極大域，500hPaの
(暖気核)は，ほぼ同じ位置であったが，24時間後には三者の位置はずれて，鉛直方向に真っすぐのびた渦の構造がくずれ
ている。以上の特徴は24時間後には台風が温帯低気圧へ変化し始めていることを示しており，図13では24時間後から48
時間後までの間に温帯低気圧に変わると予想している。

＜ポイント＞
・解答数は少ないが、見るべき図が多くやっかいな問題だが、台風の温帯低気圧化を前提に考えれば解答は難しくない。

・温帯低気圧化の特徴を整理しておくべき。
・次第に求心力が弱まり、等圧線は円形から楕円形になり面積も大きくなる。
・地上低気圧の中心と、正渦度極大域、暖気極大域（核）は次第にずれてくる。
・乾燥した寒気が中心付近にまで流入するようになってくる。


